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グローバル人事クイックアセスメントサービス
貴社の現状と将来をグローバル人事の7つの領域で可視化
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グループ子会社のガバナンスならびに、グローバル全体最適の経営の促進には、７つの領域
に及ぶ人事の「仕組み」の整備が欠かせず、これらについて課題をクイックに洗い出します

グローバル人事を通じて目指すべきこと

子会社管理の
強化

グローバル経営の
高度化

子会社における本社の意向に沿った経営の実現
ミッションの再認識
子会社経営陣に、当社グループ全体に
貢献する意識を持たせる

望ましい行動・マインドの醸成
子会社経営陣に、当グループ幹部に相
応しい言動やマインドを醸成する

業績達成の促進
子会社経営陣に、業績目標達成に向
けて十分なモチベーションを喚起する

グローバル全体最適（≠個社個別最適）の経営の実現
コラボレーションの活性化
拠点を超えた業務上のインタラクション
の活性化・円滑化を図る

グローバルリーダーの育成
将来のグローバル経営を任すリーダー候
補を広くグループ全体で探索・育成する

グローバルワイドの適所適材
グローバル・グループワイドで人材を活用
する

「仕組み」整備
７領域

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現

グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１

2

6

本社の国際化（内なる国際化）7

７つの領域についてアセスメントし、課題をクイックに洗い出します

2
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仕組み整備の7領域についてアセスメントします

グローバル人事を通じて目指すべきこと～仕組み整備の７領域

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの
実現

グローバルリモートワークの
実現

人事権限の整備

人事制度系基盤の
整備

人事オペレーション系基盤の
整備

3

4

5

１

2

6

本社の国際化
（「内なる国際化」）

7

• グローバル・グループ経営においてキーとなるポジションについて、本社主導による
戦略的な人材登用や外部採用、計画的な人材育成を通じた適所適材の実現

• 物理的な異動を伴わないリモート勤務（＝バーチャル駐在）により、
グローバル・グループワイドでの機動的な「人繰り力」を通じ、適所適材の実現

• あるべきタレントマネジメント実現のため、本社が保持すべき人事権限の整備

• あるべきグローバルタレントマネジメント運用にあたっての、グローバル人事制度の整備
（グローバル評価制度、グローバル報酬ガイドライン、グローバルモビリティポリシー）

• グローバルタレントマネジメントや制度運用を支える、オペレーション基盤の整備
（人事のケイパビリティ向上、人事組織の改革、人事システム・業務整備等々）

• 国境を越えたグローバルオペレーションやチームプレイの促進を支えるシェアードバリュー
の浸透、従業員エンゲージメントの維持・向上、DE&Iの推進等

• グローバルオペレーションをリードする本社の組織・人材の改革と環境の整備
（本社における外国人人材の活躍促進・環境整備含む）

3
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サービスの概要

自社の現状をクイックにアセスメントするとともに、将来目指すべき状態や競合・先進企業*1

との乖離を可視化し、人事のグローバル化を前進・加速化する機運醸成に繋げます

他社ベンチマーキング・勉強会*2貴社アセスメント

•人事のグローバル化に関わる講義を通じた基本の習得
•他社ベンチマーク調査により、他社との比較を通じて貴社
の向かうべき方向性やギャップを明確化
（*2：オプショナル＆ご要望に応じて内容はカスタマイズ）

•弊社の「グローバル人事マチュリティモデル」を活用し、グ
ローバル人事の取り組みにおけるAs-IsとTo-beを明らかに
し、今後取り組むべきことや現在の取り組みにおける問題
点をクイックに洗い出す

＋

人事のグローバル化を本格的に前進させる／加速化させる機運を作ることができる

*1：他社ベンチマーキングはオプショナル

人事のグローバル化を体系的に理解できる

競合の状況がわかる＋最先端のプラクティスがわかる

講じるべき対策と道のりが明らかになる

社内ステークホルダーの間で共通認識や危機感を共有することができる

グローバル人事クイックアセスメントサービス4
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グローバル人事マチュリティモデル

前述の7領域で分類される42の項目に対し、5段階の状態定義に照らしてアセスメント。
現状と目指すべき姿との乖離状況を「グローバル人事マチュリティモデル」上で可視化します

領域

貴社の競合や先進企業の状況もプロット
することにより議論を活性化します

グローバルタレント
マネジメントの実現

１

7つの領域 42の観点

グローバル
リモートワークの実現

2

７つの領域・42の観点ごとに貴社の現状と将来の姿を5段階スケール上でプロットします。

人事権限の整備

人事制度系
基盤の整備

3

4

競合
当社

（現状）
当社

（将来）

5段階の成熟度定義

グローバルの適所適材

グローバルモビリティ

グローバルモビリティポリシー

タレント
マネジメ
ント

グローバル人事マチュリティモデル

※他社ベンチマーキングはオプショナル。特定の領域 （小項目レベル）に絞って詳細な競合比較をすることも可能

5
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42のアセスメント観点は以下の通り

グローバル組織開発

グローバル
タレントマネジメント

の実現

グローバル
リモートワークの実現

人事権限の整備

人事制度系
基盤の整備

人事オペレーション系
基盤の整備

本社の国際化
（内なる国際化）

外国人活用

グローバルマネジメント
ケイパビリティ

タレントマネジメント

登用・配置

リーダー育成
（サクセッションマネジメント）

リーダー採用

グローバルグレード・評価

報酬

人事オペレーション

採用

育成

リーダー育成
（育成施策）

リーダー育成
（カルチャー）

戦略

キーポジションの設定

グローバル
人事戦略

キーポジションの
プロファイル

グローバルの
適所適材

グローバル
モビリティ

グローバル
モビリティポリシー

後継者の
特定 選抜基準の確立 アセスメント 育成計画 人材プール

職務経験のデザイン トレーニング
プログラム

メンタリング
プログラム

関係者の
意識改革

トップの
コミットメント

EVP*1 採用面談

プログラム スキル・意識

DOA *2

グローバル
ポリシー 業績評価 行動評価 評価プロセス

グローバル
ポリシー LTI *3

人事組織 HR人材 HR人材
（イニシアティブ） プロセス 人事インフラ

採用
プラットフォーム

LMS *4 育成
プログラム

従業員
エンゲージメント Shared Value グローバル

DEI *5 

外国人材
支援

マネジメント組織 グローバル人材 グローバル人材
（イニシアティブ）

3

4

5

１

2

6

7

*1: Employee Value Proposition

*4: Learning Management System

*3: Long-Term Incentive

*5: Diversity, Equity, and Inclusion

*2: Delegation of Authority

1

2

4

7

12

15

17

19

21

22

26

28

33

34

36

39

40

3

5

8

13

16

18

20

23

27

29

35

37

41

6

9

14

24

30

38

42

10

25

31

11

32

グローバル人事クイックアセスメントサービス6
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成熟度定義

成熟度は5段階のスケールで定義されます

グローバルでのベストプラクティス企業と同等、
あるいはそれ以上の成熟度として世間一般に
広く認知されている

日本ではベストプラクティスとして広く一般に認
知されいる

仕組み整備が一定程度行われている

仕組み整備が限定的に行われている

仕組み整備が行われていない

Lv. 5

Lv. 4

Lv.3

Lv.2

Lv.1

Level 4
Advanced

Level 5 
Market Leading

Level 2 
Basic

Level 1 
Developing

Level 3 
Progressing

7
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Appendix 1
グローバル人事のマチュリティモデル概要定義

グローバル人事クイックアセスメントサービス8
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Global HRに関するマチュリティモデル (1/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

戦略 1 グローバル
人事戦略

 グローバルの経営／事業戦略と人事戦略
がアラインしているか

-
（グローバル人事
戦略なし）

-
（グローバル人事
戦略なし・検討

中）

✓
（グローバル人事
戦略あり）

✓
（グローバル人事
戦略が経営／事
業戦略にアライン
かつ不可欠と認

識）

✓
（グローバル人事
戦略が経営／事
業戦略にアライン
かつ不可欠と認識、
定期的に更新）

グローバ
ルタレン
トマネジ
メントの
実現

総合

2 キーポジショ
ンの設定

 本社で管理すべきポジションが、経営・事
業上の考え方に沿って明確化されており、
適時更新されているか

-
（設定なし）

-
（設定なし）

✓
（明確だが更新

不足）

✓
（明確・更新あ

り）

✓
（明確・更新あ

り）

3
キーポジショ
ンのプロファイ

ル

 キーポジションに関するプロファイルは、共通
のフォーマットを用いて内容が具体的かつ
充実に定義されており、適時更新されてい
るか

-
（プロファイルな

し）

-
（プロファイルな

し）

✓
（整備されている
が、内容は抽象

的）

✓
（整備されている
が内容は抽象的、

更新有）

✓
（内容は具体的
かつ充実、更新

有）

登用・
配置

4 グローバルの
適所適材

 適所適材での登用配置や、出自や年功
的な考え方によらない抜擢が行われている
か

 トップマネジメントが関与し、全体最適の
視点から意思決定がなされているか

-
（適所適材な

し）

✓
（抜擢あり）

✓
（抜擢が常態

化）

✓
（全体最適・中
長期目線を担保
した適所適材が浸
透しつつある）

✓
（全体最適・中
長期目線を担保
した適所適材の運
用が確立）

5 グローバル
モビリティ

 国際間異動はどこで発生しているか
 モビリティの結果としてグループの一体感が
醸成されているか

✓
（本社⇒子会社

のみ）

✓
（本社⇒子会社

のみ）

✓
（本社⇔子会社
の双方向）

✓
（本社／子会社
⇔子会社）

✓
（本社／子会社
⇔子会社、グルー
プ一体感醸成）

6
グローバル
モビリティ
ポリシー

 グローバル共通のポリシー（グローバルモビ
リティポリシー）が設定されているか

-
（ポリシーなし・本
社からの海外駐在
規程あり）

-
（ポリシーなし／
検討中・本社から
の海外駐在規程

あり）

✓
（ポリシーあり・但
し不足あり）

✓
（ポリシーあり・異
動目的別にかつ発
生国・地域固有
事情を反映し定

義）

✓
（ポリシーあり・異
動目的別にかつ発
生国・地域固有
事情を反映し定

義）

グローバル人事クイックアセスメントサービス

１

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7

9

下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています
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Global HRに関するマチュリティモデル (2/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

グローバ
ルタレン
トマネジ
メントの
実現

リーダー
育成
（サク
セッショ
ンマネジ
メント）

7 後継者の
特定

 後継者特定に関する、公式の取り組み・
プロセス・権限・会議体・インフラ・ツールが
定義・整備されているか

 本社が子会社キーポジションの後継者層
の人事に介入しているか

-
（後継者特定に
係るいかなる公式
な取り組みなし）

✓
（公式な取り組み
で後継者を特定す
る必要性を認

識）

✓
（公式な取り組み
あり・プロセス・ツー
ル等が一定程度
整備。本社から子
会社人事への介
入は限定的）

✓
（公式な取り組み
あり・必要なプロセ
ス・ツール等が整備。
本社が子会社人
事に介入）

✓
（公式的な取り
組みのなかで全社
最適・中長期目
線でのサクセッショ
ンマネジメント）

8 選抜基準の
確立

 後継者の選抜に関する基準が網羅的に
設定されているか（リーダーシップコンピテン
シー等）

 多角的な視点から後継者が選抜されてい
るか

-
（選抜基準な

し）

-
（選抜基準な

し）

✓
（選抜基準が存
在、網羅性不十

分）

✓
（選抜基準が存
在、網羅性十

分）

✓
（選抜基準が存
在、網羅性あり、
多角的な視点から

選抜）

9 アセスメント
 後継者候補に対するアセスメントの実施
基準が設定されているか

 アセスメント結果を育成に活用できている
か

-
（アセスメントな

し）

-
（アセスメントな

し）

✓
（アセスメントを実
施するが、実施基
準はない））

✓
（目的に応じたア
セスメント実施基
準が存在）

✓
（目的に応じたア
セスメント実施基
準が存在、結果を
人材育成に活

用）

10 育成計画
 後継者候補の育成計画について、共通の
フォーマットにより、具体的に策定されてお
り、計画に照らした育成がなされているか

-
（育成計画書な

し）

-
（計画書あり、内
容は抽象的）

✓
（アクションプラン
は具体的、背景・
理由なし）

✓
（アクションプラン
は具体的、背景・
理由あり、必要経
験要素不明確）

✓
（必要経験要素
明確、状況に応じ
て代替案による経

験付与）

11 人材プール  後継者の選抜・育成等を目的としたグロー
バルワイドでの人材プールが存在するか

-
（人材プールな

し）

-
（人材プールな

し）

✓
（本社・主要子
会社中心に管理
職以上対象の人
材プールあり）

✓
（基本的に全子
会社の管理職と
若手を対象とした
人材プールあり）

✓
（全子会社の管
理職と若手が対
象の人材プールの
運用が確立）

グローバル人事クイックアセスメントサービス

１

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7

10

下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています
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Global HRに関するマチュリティモデル (3/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

グローバ
ルタレン
トマネジ
メントの
実現

リーダー
育成
（育成
施策）

12 職務経験の
デザイン

 事業ニーズのみならず、育成ニーズに基づき、
中長期視点で計画的に職務経験が付与
されているか

 リーダー候補の異動を実現するために必要
な、本人以外（現任者、後任者）の異
動計画がなされているか

-
（事業ニーズのみ
をベースにアサイン、
育成課題の考慮

なし）

✓
（事業ニーズをベー
スにしつつ足元の
育成課題も考慮
しアサイン）

✓
（事業ニーズをベー
スにしつつ足元及
び中長期の育成
課題を一定程度
考慮しアサイン）

✓
（デザインされたポ
ジション登用に至
るまでの必要経験
に基づきアサイン）

✓
（リーダー候補本
人以外の異動計

画あり）

13 トレーニング
プログラム

 本社が主導するグローバル共通のリーダー
人材のトレーニングプログラム・コンテンツが
体系化されているか

-
（グローバル共通
のプログラムなし）

-
（グローバル共通
のプログラムなし、
日本人グローバル
人材向けプログラ

ムあり）

✓
（本社・主要子
会社の後継者・人
材プール向けプログ

ラムあり）

✓
（グループ全体の
後継者・人材プー
ル向けプログラムあ
り、カスタマイズされ
た内容、ネットワー
キングあり、トップの
コミットメントあり）

✓
（リーダー育成の
象徴となるプログラ

ムあり）

14 メンタリング
プログラム

 リーダー候補が気づきを得るため、またリー
ダー候補のエンゲージメントを向上・維持す
るための、シニアリーダーからの薫陶の機会
が付与されているか

-
（機会付与な

し）

-
（機会付与な

し）

-
（機会付与な

し）

✓
（日本本社のリー
ダー候補中心に機
会付与あり、マイノ
リティ人材への配

慮あり）

✓
（グループ全体の
リーダー候補に機
会付与あり、シニ
アリーダーへトレーニ
ングあり、マイノリ
ティ人材への配慮
あり、意図的なエ
ンゲージメント向

上）

リーダー
育成
（カル
チャー）

15 トップの
コミットメント

 トップがリーダー人材育成について、関与す
る時間、関与のあり方により、コミットメント
を示し、自身のミッション、経営課題である
と位置づけているか

-
（グローバルでの計
画的なリーダー育
成への意識が乏し

い）

-
（グローバルでの計
画的なリーダー育
成の必要性を意
識、行動に移せて

いない）

✓
（タレントレビュー
やリーダートレーニン
グに一定の時間を
割いている）

✓
（タレントレビュー
やリーダートレーニン
グに多くの時間を
割く、オーナーシップ

を発揮）

✓
（オーナーシップを
発揮、グループ全
体最適の担保にコ

ミット）

１

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7

グローバル人事クイックアセスメントサービス11

下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています
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Global HRに関するマチュリティモデル (4/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

グローバ
ルタレン
トマネジ
メントの
実現

リーダー
育成
（カル
チャー）

16 関係者の
意識改革

 リーダー候補の上長、HRの間で短期・個
別最適視点ではなく、中長期・全体最適
の視点で、リーダーを育成する意識がある
か

-
（意識なし）

-
（意識なし）

✓
（一部で計画的
な育成機会付与、
個別最適の意識、
年功的な抜擢から

の脱却）

✓
（計画的な育成
機会付与、一部
で中長期・全体最
適の意識）

✓
（計画的な育成
機会付与、中長
期・全体最適の意

識浸透）

リーダー
採用

17 EVP*1

 キーポジションに採用・登用されうる人材を
エンゲージするために、当社として提供でき
る価値（EVP）を明確化し、これに基づく
一貫性のあるメッセージが採用活動や
日々のマネジメントにおいて訴求されている
か

-
（EVP定義なし）

-
（EVP定義なし、
実態としてアピール
ポイントは一部明

文化）

✓
（日本国内向け
のEVPあり）

✓
（グローバル共通
のEVPあり、EVPに
基づく対策は限定

的）

✓
（グローバル共通
のEVPあり、EVPに
基づく包括的な対

策）

18 採用面談
 キーポジションに登用する人材の、見極め
と訴求のポイントが明確化され、適切に面
談が行われるようトレーニングされているか

-
（見極めポイント
明確化なく属人
的、訴求の意識

乏しい）

-
（見極めポイント
一定程度明確化
あり、訴求ポイント
明確化なく属人

的）

✓
（見極めポイント
体系的に明確化
あり、訴求ポイント
一定明確化あ

り）

✓
（見極めポイント
マニュアル化、訴求
ポイント体系的に
明確化・簡易マ
ニュアルあり）

✓
（見極め・訴求ポ
イントマニュアル化、
トレーニングあり）

グローバルリモート
ワークの実現

19 プログラム
 国・地域を跨いでリモートワークするための
ルールが、どのような地理的な範囲を対象
に、ケース別に整備されているか

-
（ルールなく実現
なし・あるいは労務
管理・税務の観点
のリスクを放置して

実施）

-
（ルールなく実現
なし・あるいは労務
管理・税務の観点
のリスクを放置して

実施）

-
（ルールなく事案
毎に対応）

✓
（一部の地理的
範囲範囲でルール

化）

✓
（ほとんどの地理
的範囲でルール化、
グループ共通と国
別のルール、事由
別に場合分け）

20 スキル・意識
 国・地域を跨いでリモートワークするための、
スキル獲得・意識醸成に向けた取り組み
がなされているか（例：上司によるマネジ
メントスキル、自走する現場の意識）

-
（対応なし）

-
（対応なし）

-
（対応なし）

✓
（働き方・協業に
関するガイドライン

あり）

✓
（上司・部下両
方の意識・スキルを
高めるためのトレー
ニングあり）

グローバル人事クイックアセスメントサービス

１

2

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7

*1: Employee Value Proposition
12

下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.

Global HRに関するマチュリティモデル (5/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

人事権限の整備 21 DOA*2

 海外子会社の人事について、本社からの
介在のあり方が整備されているか（人事
や人事制度策定について本社が権限を
有するか、運用上影響力を与えている
か）

-
（権限のあり方整
備なし、課題認識

なし）

-
（権限のあり方整
備なし、課題認識

あり）

-
（権限のあり方整
備中、本社は子
会社人事に介在

できず）

✓
（権限のあり方整
備中、実態として
本社は子会社人
事に介在）

✓
（権限のあり方
ルールに基づき本
社は子会社人事

に介在）

人事
制度系
基盤の
整備

グローバ
ルグレー
ド・評価

22 グローバル
ポリシー

 グローバル共通のグレーディング・評価の仕
組みが導入されているか

-
（共通の仕組み
なし・各社各様）

-
（共通の仕組み
なし、等級の読み
替え対照等による

運用）

✓
（キーポジション層

共通）

✓
（管理職以上共

通）

✓
（全階層共通）

23 業績評価

 業績評価の一部にグループKPIに連動する
部分が規定されており、子会社の経営陣
の業績評価において、所属会社・組織や
個人の業績だけでなく、グループ全体の業
績（KPI）の反映割合を規定することによ
り、グループワイドの業績目標達成への貢
献意識づけているか

-
（共通の評価
制度なし）

-
（共通の評価
制度なし）

-
（共通の評価制
度あり、子会社経
営陣に対するグ
ループKPI規定な

し）

✓
（子会社経営陣
に対するグループ
KPI規定あり）

✓
（子会社経営陣
に対するグループ
KPI規定あり）

24 行動評価
 業績評価に加え、バリューやコンピテンシー
をベースとした行動評価が導入されており、
業績の達成だけでなく、当社グループの人
材として相応しい言動を促進しているか

-
（共通の評価
制度なし）

-
（共通の評価
制度なし）

-
（行動評価
未整備）

✓
（行動評価
あり）

✓
（行動評価
あり）

25 評価プロセス
 グローバルマトリクス組織下であっても評価
者・評価プロセスが確立されているか
（Dottedのレポートライン上司の評価への
関与のあり方が確立されているか）

-
（共通の評価
制度なし）

-
（共通の評価
制度なし）

✓
（ルール確立・
運用は不十分）

✓
（ルール・運用
確立）

✓
（ルール・運用
確立）

グローバル人事クイックアセスメントサービス

3

4

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7

*2: Delegation of Authority

13

下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています
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Global HRに関するマチュリティモデル (6/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

人事
制度系
基盤の
整備

報酬

26 グローバル
ポリシー

 報酬の仕組に関する基本的な考え方
（グローバル報酬ポリシー）の規定により、
子会社の報酬に対し一定のガバナンスを
きかせられているか（公正性確保、品質
確保、意識・行動のアラインメント促進）

-
（ポリシーなし、グ
ローバル本社が都
度対応）

-
（ポリシーなし、グ
ローバル本社が都
度対応した情報を

蓄積）

✓
（ポリシーあり、考
え方についてのみ

規定）

✓
（ポリシーあり・具
体的に規定）

✓
（ポリシーあり・具
体的に規定）

27 LTI*3
 （グローバル報酬ポリシーがある場合）LTI
の導入により、長期的なコミットメントや求
心力を醸成しているか

-
（共通のLTIな

し）

-
（共通のLTIなし、
個社単位であり）

✓
（共通のLTIなし、
個社単位であり、
一部グループ本社

と連動）

✓
（共通のLTIあり・
上級管理職層以

上対象）

✓
（共通のLTIあり・
広く適切な範囲を

対象）

人事
オペレー
ション系
基盤の
整備

総合

28 人事組織
 グローバル人事の企画・運用の実行に向
け、必要な機能・権限が充足しており、ま
た本社-海外子会社間の人事の連携体
制が確立しているか

-
（機能・権限不
足、本社-海外子
会社間のやり取り
は極めて限定的）

-
（機能・権限不
足、一部子会社に
関し本社-海外子
会社間の一定の
関係構築）

✓
（機能・権限不
足、多国間の定
例会議等を通じた
最低限の連携）

✓
（必要機能・権
限明確化、適切
なレポートラインを
構築、実効性バラ

つきあり）

✓
（必要機能・権
限充足、適切なレ
ポートラインを構築、
実効性あり）

29 HR人材  本社におけるグローバル人事担当者のケイ
パビリティ（知識・スキル）は充分か

-
（極めて乏しい）

-
（極めて乏しい、
自社の海外子会
社を一部把握）

✓
（一般的な知識
あり、海外子会社
を概ね把握）

✓
（最新の知識あり、
海外子会社を概
ね把握、グローバル
のタレントマネジメ
ントが概ね可能）

✓
（最新の知識あり、
海外子会社を概
ね把握、多彩な
テーマにつきグローバ
ルでの企画・運営

をリード）

30
HR人材
（イニシア
ティブ）

 本社におけるグローバル人事担当者のケイ
パビリティ充足に向け、あるべき姿の明確
化の上、適所適材に向けた内部育成、
外部採用等の取り組みがなされているか

-
（取り組みなし）

-
（情報収集あ

り）

✓
（必要ケイパビリ
ティ明確化なし、
一部キーとなるポジ
ションに経験者採

用あり）

✓
（必要ケイパビリ
ティ明確化、社内
育成に加え柔軟に
一部外部採用あ

り）

✓
（社内育成に加
え出自・国籍を問
わない外部採用あ
り、工夫ある学習
の在り方、社内ブ
ランディングあり）

グローバル人事クイックアセスメントサービス

4

5

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7

*3: Long-Term Incentive14

下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています
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区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

人事
オペレー
ション系
基盤の
整備

総合

31 プロセス

 グローバルワイドの人事業務プロセスが、標
準化・集約化を通じ一定の品質・効率が
担保されているか

 テクノロジーの活用等を通して人事業務プ
ロセスが高度化されているか

-
（なし）

-
（標準化なし）

✓
（タレントマネジメ
ント中心に標準化
あり、一定の品質

担保）

✓
（標準化あり、高
度化・集約化一

部あり）

✓
（標準化・高度
化・集約化あり）

32 人事インフラ
 グローバル共通の人事インフラ（HRIS）が
導入・活用されるとともに、蓄積データを利
活用できているか

-
（なし）

-
（エクセルベースの

運用）

✓
（一部海外子会
社にタレマネシステ
ムが整備）

✓
（タレマネシステム
全モジュール整備、
一部海外子会社
にコア人事整備）

✓
（タレマネ・コア人
事のシステム整

備）

採用 33 採用プラット
フォーム

 EVPを訴求する採用ホームページがグローバ
ルで共通で整備されているか

 グローバル共通の候補者進捗管理システ
ムが整備されているか

 グローバル共通の先端テクノロジーが活用
（AI等）されているか

 各社においてタレントエコシステムの外部化
が取り入れられているか

-
（なし）

-
（なし）

✓
（一部で共通の
採用HP・ATS）

✓
（グローバル共通
の採用HP・ATS、
一部で共通の先
端テクノロジー活用、
一部でタレントエコ

システム）

✓
（グローバル共通
の採用HP・ATS・
先端テクノロジー活
用、多くでタレント
エコシステム）

育成

34 LMS*4
 グローバル共通のLearning 

Management Systemが整備されている
か

-
（なし）

-
（なし）

✓
（一部海外子会
社で整備）

✓
（グローバルで整

備）

✓
（グローバルで整
備、テクノロジー活

用）

35 育成
プログラム

 グローバルワイドでの透明性向上、また人
件費コストや業務品質の最適化のため、
重要かつ共通性の高いテーマについては共
通の教育プログラムが施されているか（コ
ンプライアンス研修、新任管理職研修、
等）

-
（なし）

-
（ごく限られたコン
テンツあり）

✓
（一部不足コンテ

ンツあり）

✓
（必要コンテンツ

あり）

✓
（必要コンテンツ
あり、重複なく必
要十分、最新テク
ノロジーを活用
（VR等））

Global HRに関するマチュリティモデル (7/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

グローバル人事クイックアセスメントサービス

5

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7

*4: Learning Management System
15

下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています
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Global HRに関するマチュリティモデル (8/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

グローバ
ル

組織開
発

グローバ
ル組織
開発

36 従業員エン
ゲージメント

 従業員エンゲージメントの維持・向上に向
けた、グローバルワイドでの取り組みがなさ
れているか

-
（取り組みな

し）

✓
（サーベイをグロー
バルあるいは一部
地域で実施）

✓
（グローバル共通
のPDCAサイクル
が確立）

✓
（エンゲージメント
に関する目標設
定・ボーナス連動
ルールあり）

✓
（エンゲージメント
に関する目標設
定・ボーナス連動
ルールあり）

37 Shared 
Value

 グローバルワイドでの企業活動の基盤とな
る経営理念体系（Mission、Vision、
Shared Value）の醸成に向けた取り組
みがなされているか

-
（経営理念体系
定義なし）

✓
（経営理念体系
定義あり）

✓
（グローバルメン
バーが参画し定義
した経営理念体
系が存在）

✓
（ストーリー性のあ
るカルチャー浸透
資料・映像等の
制作物がある、
評価制度の一部
にも組み込み）

✓
（あらゆる企業
活動と経営理念
体系が結び付け
られている）

38 グローバル
DEI*5

 DEIの促進に向けた、グローバルワイドでの
取り組みがなされているか

-
（取り組みな

し）

-
（海外子会社の
現状を把握しつつ
ある、DEI担当の
ネットワーク形成さ
れつつある）

✓
（グローバルのDEI
の取り組み・成果に
ついて社内外に周
知、子会社ノウハウ

を活用）

✓
（DEI担当のネット
ワーク確立、グローバ
ル共通のポリシーあ

り）

✓
（グローバル共通の
PDCAサイクルが確
立/教育プログラム・
イベントを実施、海
外子会社の現状を
モニタリング）

グローバル人事クイックアセスメントサービス

6

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7

*5: Diversity, Equity, and Inclusion

16

下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています
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Global HRに関するマチュリティモデル (9/9)

Global HRのマチュリティモデル項目

区分 項目 内容 Lv.1
Developing

Lv.2
Basic

Lv.3
Progressing

Lv.4
Advanced

Lv.5
Market Leading

本社の
国際化

内なる
国際化

外国人
活用 39 外国人材

支援

 日本本社における外国人の活用・活躍に
向け、当事者へのインタビュー等を通じ、必
要な環境整備がなされているか
（生活支援、業務遂行支援、人材マネ
ジメントに踏み込んだ活躍推進支援）

-
（取り組みな

し）

-
（最低限の生活

支援）

-
（生活支援あり・
業務支援は限定
的、インタビューを
部分的に実施）

✓
（生活支援・業
務支援あり、定
期的にインタ
ビュー）

✓
（生活支援・業
務支援あり、人
材前地面とに踏
み込んだ環境整

備あり）

グローバ
ルマネ
ジメント
ケイパビ
リティ

40 マネジメント
組織

 グローバル経営を担うマネジメントに、必要
な機能・権限が充足しており、また本社-
海外子会社間の人事の連携体制が確立
しているか

-
（機能・権限不
足、本社-海外子
会社間のやり取り
は極めて限定

的）

-
（機能・権限不
足、一部子会社
に関し本社-海外
子会社間の一定
の関係構築）

✓
（機能・権限一
部明確化、多国
間の定例会議等
を通じた最低限の

連携）

✓
（必要機能・権
限明確化、適切
なレポートラインを
構築、実効性バ
ラつきあり）

✓
（必要機能・権
限充足、適切な
レポートラインを構
築、実効性あ

り）

41 グローバル
人材

 グローバル経営を担うマネジメントのケイパ
ビリティ（知識・スキル）は充分か

-
（極めて乏し

い）

-
（極めて乏しい、
自社の海外子会
社を一部把握）

✓
（一般的な知識
あり、海外子会
社を概ね把握、
グローバル経営の
マネジメントが一
部可能）

✓
（最新の知識あ
り、海外子会社
を概ね把握、グ
ローバルの経営マ
ネジメントが概ね

可能）

✓
（最新の知識あ
り、海外子会社
を概ね把握、自
身の管掌する組
織においてリーダー
として信頼され、
人望がある）

42
グローバル
人材

（イニシア
ティブ）

 グローバル経営を担うマネジメントのケイパ
ビリティ充足に向け、あるべき姿を明確化
の上、適所適材に向けた内部育成、外
部採用等の取り組みや、カルチャーの浸透
がなされているか

-
（取り組みな

し）

-
（情報収集あ

り）

✓
（一部キーポジ
ションに取り組み
あり、必要ケイパ
ビリティ明確化な

し）

✓
（社内育成に加
え柔軟に一部外
部採用も選択肢、
必要ケイパビリティ
明確化あり、カル
チャーが一部に浸

透）

✓
（社内育成に加
え出自・国籍を問
わず適所適材を
実現、カルチャー
が全体に浸透）

グローバル人事クイックアセスメントサービス

7

グローバル組織開発

グローバルタレントマネジメントの実現
グローバルリモートワークの実現

人事権限の整備 人事制度系基盤
の整備

人事オペレーション系基盤
の整備

3 4 5

１
2

6
本社の国際化（内なる国際化）7
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下表は概要の説明であり具体的なレベルごとの詳細基準は別途定義されています
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Appendix 2
弊社のご紹介

グローバル人事クイックアセスメントサービス18
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デロイト トーマツコンサルティング合同会社
（DTC）は国際的なビジネスプロフェッショ
ナルのネットワークであるDeloitte（デロイ
ト）のメンバーで、日本ではデロイトトーマツ
グループに属しています。

DTCはデロイトの一員として日本におけるコ
ンサルティングサービスを担い、デロイトおよ
びデロイト トーマツグループで有する監査・
税務・法務・コンサルティング・ファイナンシャ
ルアドバイザリーの総合力と国際力を活か
し、企業や組織のあらゆる課題に対して戦
略策定からテクノロジーを活用したオペレー
ションの実行、運用まで支援するファームで
す。

5,000名超のメンバーが、デロイトの各国現
地事務所と連携して、世界中に最適な
サービスを提供できる体制を有しています。

About Us
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私たちデロイトトーマツ コンサルティング（DTC）のヒューマンキャピタル（Human Capital）は、国内最大規模の人事・組織領域の
プロフェッショナルを有し、人事戦略から制度・IT・業務・風土にわたる幅広く先進的なサービスをEnd to Endで提供しています。
そして、豊富なプロジェクトマネジメントやチェンジマネジメントの経験・方法論に基づき、更に、デロイトグローバルやインダストリー、
リスクアドバイザリー、ファイナンシャルアドバイザリー、税務、法務等の国内外のエキスパート達とコラボレーションをしながら日本企業の
成長を全力で支援しています。

人口構成の大きな変動、デジタル化やグローバル化の急速な進展、そしてZ・ミレニアル世代、働き方改革、人的資本経営等に
代表される企業と従業員の関係性の質的な転換等、人事・組織をめぐる内外の環境は破壊的かつ非常に速いスピードで変化して
います。私たちは豊富な知見やアセットを活かしつつ、挑戦者としてこのような変化に立ち向かっていきます。

20 グローバル人事クイックアセスメントサービス

Create a Human Capital Standard for the Future

Human Capital 
はじめに

さぁ、いこう！！

クライアントの皆様や政治・行政とともに、難しい課題解決に向けたチャレンジを続け、
本質的かつ社会の時流を捉えたこれからの100年に繋がる人材マネジメントの新しい
スタンダードを作り上げていきたいと考えています。そのために、社外とのコラボレーション、
テクノロジーを活用したハイブリッドコンサルティング等の先端領域への積極投資によって、
サービスの進化を加速させるとともに、我々自身が変革の体現者となるべく、積極的に
新しい仕事の仕方や方法論を導入しています。

私たちは、一人ひとりのプロフェッショナルが常に成長を志向し、性別・国籍・世代・経験
等において多様性のある組織です。組織としてのコラボレーションを密にし、変化し続ける
ことで新しい価値を生み出し、クライアントからもマーケットのタレントからも真っ先に
選ばれる存在であり続けたいと考えています。

＜イラスト出所＞デロイトと株式会社OVER ALLsにて共同作成
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バリュー

デロイトのHuman Capitalは、高品質なサービスを生み続けることはもちろん、先を見据えた
リーダーシップを常に発信し続けることで人事・組織コンサルティングの分野をリードしています

1
国内最大規模の人事・組織コンサルティング部隊
• 日本では国内最大規模の400名体制でサービスを提供
（グローバルでは13,900名の人事・組織専門家集団）

• グローバル・インダストリーの知見を有した多様な専門性とネットワーク
• ワンストップ、かつ戦略から実行までをシームレスに支援

4
マーケットからの高い評価
• Gartner Market Shareレポートの収益ランキングにおいて、デロイトが世界のコンサルティングサービスプロバイダー部門で首位を獲得*1

• Vault.comが毎年実施する、世界的な人事コンサルティングファームのランキングでは、デロイトは2020年以降4年連続1位を達成*2

• SAP, Workday, ServiceNowなどHCの主要なソフトフェアプロバイダーはパートナーとしてDeloitteを高く評価し、複数のアワードを授与*3

3
業界をリードする情報発信
• グローバル・ヒューマン・キャピタル・トレンド・サーベイ、ミレニアル年次調査、役員報酬サーベイ、人的資本開示に関する調査、
要員・人件費の生産性に関するベンチマーク調査、働き方改革の実態調査等、業界トレンドや最新情報を配信

• グローバルでは、リサーチ・ベンチマーク調査機能のBersinを保有

2
先進的サービスの提供
• Future of Work、Digital DNA、Well being、Super team、CHROラボなどの先進的なサービスをグローバルの知見に基づき提供
• CHROが抱えるすべての課題に対応し、ダイナミックな変革の支援が可能

＊1テクノロジー分野最大規模のアドバイザリ企業であるGartnerが「Gartner Market Share Analysis: Consulting Services, Worldwide, 2022」にて分析
＊2 米国ベースのキャリア関連インテリジェンスを提供するVault.comは2020~2023にかけて Best Consulting Firms for Human Resources Consulting No.1にDeloitteを選出した
＊3 SAP :2023 & 2022 SAP APJ Partner Excellence Award for SAP SuccessFactors Workday :OVERALL, LEADER in Workday HCM Services by HFS in 2021 for Top 10 Workday Human Capital Management (HCM) Services  (2016, 
2018, and 2021), WORLDWIDE LEADER Deloitte named the worldwide leader in Forrester’s 2019 and 2021 Workday Implementation Services New Wave Report
ServiceNow :Worldwide Built with ServiceNow Offering Partner of the Year, Worldwide Employee Workflow Partner of the Year

21 グローバル人事クイックアセスメントサービス
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グローバル人事のサービス体系

Human Capitalには、日本企業によるグローバル・グループ経営を組織・人事の面から支え
る専任のチームを有しています

日本企業による
グローバル競争の

勝ち抜き

日本本社のご支援

グローバル・グループワイドの
適所適材・人的資源の活用

グループ子会社の人事の
ガバナンス

グローバル人材の確保・育成

グローバルリモートワークの実現

実
現
す
る
状
態

優秀人材の採用・育成・
リテンション

拠点人事機能の強化・効率化

競争力のある処遇制度の設計

人事コンプライアンスの実現

各国現地法人のご支援

豊富な経験を持つプロフェッショナル集団によるご支援

アジア、米州、欧州
といった国・地域での
圧倒的なグローカル

ネットワーク

海外ビジネス経験、
語学堪能なメンバーによ
る異文化ブリッジサポート

日本企業がグローバル競
争を勝ち抜く支援をする
ために結成された
専門チーム

世界のリーディングカンパ
ニーへのご支援で培った
豊富な経験・事例

密着型・伴走型プロジェ
クト体制によるスピーディー
且つ、現地に適した支援

実
現
す
る
状
態

22
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グローバル人事サービスにおけるクロスファンクショナル体制

人事・組織、国際税務、国際労働法務といった専門領域に跨るグローバル人事のテーマを
クロスファンクショナルのチームにてワンストップでアドバイス提供しています

Consulting

デロイト トーマツ
コンサルティング

ヒューマンキャピタル
人事・組織の
コンサルティング

Legal

DT弁護士法人

人事・労務法務
規制

Tax

デロイト トーマツ
税理士法人

グローバルモビリティ税務・
国際人事

デロイト トーマツグループによる
総合的なサービス提供

企業は、成長し、事業展開して行く中で、様々な人
事政策を実施して行く必要があります

従業員にとって魅力的な人事施策である必要がある
と同時に、企業としては、人件費のみならず税金も含
むコスト負担と、遵法性や法的リスクも考慮した、法
律・税務・会計等も絡む問題の克服が不可欠です

デロイト トーマツグループは、グループのコンサルタント、
税理士、弁護士や公認会計士と協働して、プランニ
ングおよび実行の両方の段階において総合的なサービ
スを提供します

グローバル人事クイックアセスメントサービス
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従来の駐在者派遣による「ヒト」を通じた経営に加え、
現地法人を人事の「仕組」でガバナンスするプラットフォームが標準装備となっています

グローバル経営のモデルと人事の主要テーマ

本社人材駐在モデル 連邦管理モデル ワンカンパニーモデル

駐在者による
海外現法の経営

現地人材による
海外現法の経営

グループ全体を単一組織と
捉えたグローバル一体経営

ビ
ジ
ネ
ス

• 海外における顧客が日系企業中心
である場合や、製造・開発といったコ
アコンピタンスが本国・本国人にある
製造業など、日本の人材自らが中
心となってビジネスを推進することに
意味がある状況

• バリューチェーンやレポーティングライン
がグローバル化されているなど、国境
を越えた事業上のインタラクションが
多い状況

• 事業が単一か単一に近く、グローバ
ル共通の基盤による経営が合理的
な場合

経
営
の
現
地
化

• コアコンピタンスが必ずしも本国・本
国人にない場合や、海外における顧
客の大半が現地企業の場合など、
現地人材がビジネスを推進すること
に意味がある状況

• 現地人材に経営を任さざるを得な
い買収企業・JVを抱える状況

経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

組
織
・
人
事
の

テ
ー
マ

本社駐在者の育成・確保と
適切な処遇

海外子会社の人事の品質担保

本社の意向に沿った
現地リーダー人材の計画的育成・輩出

本社による現法のリモート管理を
実現するガバナンス態勢・仕組の整備

グループ・グローバルワイドの
適所適材・リーダー育成

人事業務プロセスの
グローバル標準化・集約化

「ヒト」によるガバナンス 「仕組」によるガバナンス

多くは両輪のモデルが求められる

今後の注力領域（「仕組」の整備）
特に現地人材のリーダーシップによる経営が不可欠とすると、人事ガバナンスの仕組の整備は欠かせない

日
系
企
業

の
動
向

グローバル人事クイックアセスメントサービス24
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いずれのモデルであっても、人事の制度・ルールや、システム含むオペレーション基盤に至るま
で、ワンストップでシームレスに対応します

グローバル経営のモデルとグローバル人事サービスのメニュー

本社人材駐在モデル 連邦管理モデル ワンカンパニーモデル
駐在者による

海外子会社の経営
（本社のヒトによるガバナンス）

現地人材による
海外子会社の経営

（本社のリモートによるガバナンス）

グループ全体を単一組織と
捉えたグローバル一体経営

 現法の設立関連
•海外進出時における調査
（労働市場、労働法、慣行等）

•人事制度・ルールの設計
（評価・報酬制度、諸規定、人事権限
等）

•人事業務設計と体制・インフラの整備
 現法人事の品質担保・可視化

• HR Audit （アセスメント）
 本社駐在者の育成・処遇

•海外派遣人材の育成支援
•赴任前研修プログラムの整備
•海外駐在者規定の整備

 グローバルタレントマネジメント
•グローバルモビリティポリシー策定
•グローバル後継者管理制度の設計
•グローバル人事制度の設計・導入
（等級・評価・報酬制度）

 人事共通基盤の整備
•グローバル人事業務・組織改革
•人事メンバー（HRBP）の体制整備・育成
•グローバルHRIS整備

 グローバルの一体感・求心力醸成関連
• 理念／価値観やバリューの展開

 グローバル組織体制の整備
 グローバルD&I推進

 現法におけるリーダー人材の育成・確保
•後継者管理制度の設計
•経営人材の育成施策の整備
•経営人材の採用力の強化
（EVP定義、オペレーション整備等々）

 本社によるグループガバナンス態勢整備
• グローバル人事の構想
• グローバル人事制度の設計・導入
（等級・評価・報酬制度）

• グローバルHRIS整備

25
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グローバル人事サービスの特徴

充実したチーム体制やサービスの幅・深さを背景とし、
グローバル人事・組織マネジメント領域において圧倒的なサービスをご提供します

1
2

3 ビジネス視点
• 人事×業界専門家のチームによるビジネス目線によるご支援
• “ツール売り”ではない視点で貴社に本当に必要な人材マネジメン
トや情報システムの在り方を提言

グローバルNo.1のスケール・体制
• 人事コンサルティングとして世界最大かつマーケット評価No.1（＊）
（国内：400名、グローバル：13,900名の人事コンサル体制）

ワンストップと総合力
• 人事に関わる多彩なサービスに加え、国際税務や労務法務と
いったグローバル人事において必要となる領域について、専門家
チーム・多国籍チームとの連携によるワンストップ支援を提供

（＊）出典：
＊1  テクノロジー分野最大規模のアドバイザリ企業であるGartnerの「Gartner Market Share Analysis: Consulting Services, Worldwide, 2022」の収益ランキングにおいて、世界のコンサルティングサービスプロバイダー部門で首位を獲得
＊2 米国ベースのキャリア関連インテリジェンスを提供するVault.comはBest Consulting Firms for Human Resources Consulting で2020年以降4年連続1位を達成にDeloitteを選出した
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テーマ 業種 プロジェクト名 アドバイス内容

グローバル
共通人事制度 製薬 グローバル人事グランドデザイン

（＋グローバル人事制度）
 本社による子会社人事への介在のあり方（人事権限）の定義
 グローバル共通人事制度の設計、導入コミュニケーションの支援

グローバル
共通人事制度 製薬 グローバル共通人事制度における

国内人事制度改変の支援
 グローバル制度導入に伴う日本におけるインパクト分析
 日本における制度調整の方向性定義

グローバル
組織マネジメント 製薬 グローバルバーチャル組織化にともなう

リモートワークのリスク分析
 グローバルバーチャル組織における国境を跨ぐリモートワーク実現にあたって
の労務管理のあり方や、税務的なリスクの特定と解決方法の定義

グローバル
共通人事制度 製薬 グローバル共通人事制度における

国内人事制度改変の支援  日本のローカルニーズに合わせた制度改定の方向性定義

グローバル
共通人事制度 医療機器 グローバル共通人事制度

（＋国内人事制度＋ＰＭＯ支援）
 グローバル共通人事制度（等級･評価・報酬）の設計
 グローバル共通人事基盤設計・各国導入

グローバル
共通人事制度 電機 グローバル評価制度設計・導入  人事制度現状分析（世界14カ国30企業）

 グローバル共通評価制度のフレームワーク設計・各国導入

グローバル
共通人事制度 金融 グローバル共通人事制度

フレームワーク設計・導入
 人事制度現状分析（世界16カ国）
 グローバル共通人事基盤設計・各国導入

グローバル
共通人事制度 石油 グローバル共通人事制度設計・導入  幹部向けグローバル共通人事制度（等級･評価）のフレーム設計

 拠点向けにカスタマイズした制度の詳細設計・導入・支援（20カ国）

グローバル
カルチャー統合 電機 グローバルカルチャーアセスメント  デロイトのカルチャーアセスメントツールを活用し、イギリス・イタリア・日本に

またがる事業の、それぞれの現状の文化の差異を可視化
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グローバル人事関連の主なご支援の実績（１／３）
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テーマ 業種 プロジェクト名 支援内容

企業買収・統合 電機 事業カーブアウト買収に伴う
人事統合支援

 ビジネスのカーブアウトに伴う全世界40か国における人事制度立上げと
社員移管支援

企業買収・統合 食品 事業カーブアウト買収に伴う
人事統合支援

 ビジネスのカーブアウトに伴う北米事業の人事制度立上げと社員移管支
援

企業買収・統合 電機 アメリカ企業買収後の
経営層リテンション施策策定

 リテンションストラテジー策定
 リテンションプラン（短期／中長期インセンティブ）設計・導入

グローバル
理念・価値観
体系化・浸透

製造 コーポレートウェイの体系化・浸透
 歴史・インタビュー・風土調査を通じた体系化すべき要素の抽出
 グローバルで共有すべきコーポレートウェイの体系化
 ウェイの浸透施策策定・各国展開支援（10カ国以上）

拠点間異動 金融機関 拠点間異動時の処遇方針策定
 本社人事部および関連事業部との合同検討会による海外拠点間異
動の構想策定、および拠点間異動制度ポリシー策定

 拠点間異動規程、Tax Equalization規程の作成

拠点間異動 自動車 拠点間異動に向けたポリシー設計  拠点間異動の重要性、必要性の検討
 グローバル人財のポスト設計

グローバル人財
強化 製造 本社のグローバル化に向けた

人事戦略策定
 グローバル人財が必要なポストおよび現状人財のギャップ分析
 現メンバーグローバル化に向けた施策の検討および実現性の調査

グローバル
サクセッション

プラン
食品 グローバル後継者育成制度

設計・導入
 幹部候補人財の安定確保のための短期・中長期のサクセッションプラン
の立案

 制度導入後の運用フローおよびSOP （標準作業手順書）の作成

ダイバーシティー 自動車 ダイバーシティ調査  外国人の採用、活用を含めたダイバーシティの推進に向けたリサーチ・アド
バイザリー

グローバル
人財育成 製薬 グローバル人財育成体系設計  アジアの各拠点が自立的に人財育成体系を整備できることを目指した

人財育成体系の標準化・後継者育成制度設計

グローバル人事クイックアセスメントサービス28
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グローバル人事関連の主なご支援の実績（３／３）

テーマ 業種 プロジェクト名 支援内容

グローバル
採用サイト及び
採用システム

IT Global採用戦略策定および
採用システム選定・導入支援

 他社ベストプラクティスベンチマーク調査
 日本本社含むグローバル共通採用サイト構築にむけた要件定義及び製
品選定

 グローバル採用強化施策分析及び展開支援
グローバル人事シ
ステム構想 自動車 既存グローバル人事システム統合に関

する構想策定支援
 製品比較、グローバル統合シナリオ策定
 Global Data Warehouseを使った暫定的並存プラン策定支援

グローバル人事シェ
アードサービス設立 金融機関 Global HRSS(シェアードサービスセン

ター）設立支援
 日本法人に対する世界共通基盤にあわせたジャパンリージョンでのグロー
バルHRSSセンター立ち上げ支援

グローバ人事シェ
アード・ペイロール

支援
製薬

Global HRSS(シェアードサービスセン
ター）設立支援及び海外への日本給

与業務移管
 グローバルロールアウトによるHRSS設立企画・導入支援
 日本の人事業務及び給与業務をフィリピンへ業務移管

グローバル人事シ
ステム導入 金融機関 Global One 人事システム導入支援

 日本最大の外資系保険に対する世界範囲でのグローバル人事システム
導入支援

 日本法人に対する人事システム導入及び給与インテグレーション
グローバルタレント
システム導入 金融機関 Global Talent System(LMS）に

関するアジアリージョン支援
 日本本社を含むアジア地域に対しての学習履歴管理システム（LMS)
導入支援

グローバル
タレントシステム

導入
IT

Global Talent System
（目標設定、評価）に関する
グローバルロールアウト支援

 日本本社を含めた全世界（17カ国）に対する目標設定、評価システ
ムに関する導入支援

グローバル人事シ
ステム導入
リプラン支援

自動車 グローバル人事システム導入に
むけたリプラン支援

 導入の障害となっている導入計画、体制、各領域における詳細なリスク
分析支援

 領域別詳細Assessment とQuality Assurance支援
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グローバル人事の知見が豊富なメンバーが貴社をご支援します

古澤 哲也
パートナー／執行役員
tetfurusawa@tohmatsu.co.jp
組織・人材コンサルティング歴20年以上。国内外の企業の様々
な経営課題を組織・人事面から解決する業務に従事

＜専門領域＞
 経営・事業戦略をグローバルに推進するためのグローバル人事戦略の立案、各
種人事基盤の設計から組織風土改革までをトータルに支援する経験が豊富
（グローバルテーマ）
 グローバル人事戦略策定、変革ロードマップ策定
 グローバル人事ガバナンス
 グローバル／リージョナル人材マネジメント施策の策定及び実施に伴うチェ
ンジマネジメント

 次世代リーダーの選抜、育成（タレントマネジメント）
 海外拠点の組織・人材マネジメント改革
 グローバルEVPのデザインとその推進策立案
（国内テーマ）
 本社の人事・人材のグローバル化推進に向けた改革
 企業理念浸透のための組織改革
 ビジネスモデルの転換に向けた組織開発

＜著書＞
 『MOTリーダー育成法』（中央経済社）、『変革を先取りする技術経営』
（共著・企業研究会）、雑誌・web媒体への寄稿多数

嶋田 聰 （しまだ さとし）
ディレクター
sashimada@tohmatsu.co.jp

グローバル人材マネジメント、クロスボーダーM&A・PMI
（人事領域）、国際人事異動制度の導入支援、国
内・海外における人事制度の設計・導入等、日系企業
のグローバル化の人事領域における支援に多く携わる。多
国籍チームのマネジメントも豊富

＜代表的なプロジェクト＞
 グローバル組織・人事マネジメント支援

– グローバル人事制度・人事ガバナンスの設計・導入支援
（アジア、中東、北・南米、欧州の20カ国において同時に導入）

– グローバル人事制度の設計導入支援
（日本国内におけるジョブ型人事制度の設計導入支援）

– グローバルモビリティ（国際間異動）制度導入支援
– グローバル組織における組織風土診断

 海外勤務のリモート化支援（「バーチャル駐在」の実現）
 クロースボーダーM&A・PMI・再編支援（人事領域）

– 国内外における企業買収に伴うHRデュー・ディリジェンス支援
（海外においては、米、英、独、蘭、スイス、印、露、ブラジル等）

– グローバルM&A（40カ国）におけるHRDD・カーブアウトPMI支援
（PMIにおいてはAPAC地域9カ国のHR領域のリードを担当）

 人事業務改革
– シェアドサービスセンター設立に伴う人事システムの導入・人事業務の
刷新支援（ユーザートレーニング含む）

グローバル組織・人事チーム グローバル組織・人事チーム
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グローバル組織・人事チーム

グローバル人事の知見が豊富なメンバーが貴社をご支援します

中村 哲也 （なかむら てつや）
シニアマネジャー
tetsnakamura@tohmatsu.co.jp
グローバル人材マネジメント、グローバル共通人事制度、
国際人事異動制度の設計・導入支援をはじめ、国内
外の組織・人事に係る幅広い領域を支援

＜代表的なプロジェクト＞
 グローバル共通人事制度構想策定・制度設計支援
 グローバル組織・人事構想策定支援
 グローバル・グループガバナンス強化支援
 国内外のタレントマネジメント策定支援
 タレントマネジメントに関する構想・制度設計支援

• 制度導入コミュニケーション計画策定支援
• その他制度（教育・研修、グローバルモビリティ（国際間異動）等）

 グローバル・モビリティポリシー設計支援
 海外勤務のリモート化支援
 「バーチャル駐在」の実現に向けたリスクマネジメント支援

 国内外の経営の合理化支援（人事領域）
 企業買収に伴うHRデュー・ディリジェンス支援
 企業合併後の人事制度設計支援
（基幹人事制度、労働条件、福利厚生、退職金、等）
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